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ケロ『善と悪の究極について』5.76 ― 95の講読セミナー（2014年6月13 ― 14日・北海道大学）に遡る。奥田
氏をはじめとする同討議の関係者ならびにグルッカー教授に心より感謝申し上げたい。
 （1） Williams 1976, Nagel 1976.
（2） 以下、永田・兼利・岩崎訳2000を一部改変。
（3） 小泉2010: 27。
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生（ beata vita ）について
はそうだが、この上なく幸福な
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（5） ‘What happens to a person by luck will be just what does not happen through his or her own agency, what just 
happens to him, as opposed to what he does or makes. In general, to eliminate luck from human life will be to put that 
life, or the important things in it, under the control of the agent (or of those elements in him with which he identifies 
himself) ［...］.’ ［Nussbaum 1986: 3 ― 4］




























（9） Annas 1993: 420, Karamanolis 2006: 75, Sharples 2007: 627 ― 8, Irwin 2012, Russell 2012: 127― 30; cf. Chiaradonna 
2013: 28 ― 37.
（10） ヌスバウムが挙げている解釈はRoss 1923: 192, Joachim 1951: ad loc.
（11） cf. Sharples 2007: 630 ― 1.
（12） ‘A deeper sense of exposure to fortune is expressed elsewhere in Greek literature, above all in tragedy. ［...］ Greek 
philosophy, in its sustained pursuit of rational self-sufficiency, does turn its back on kinds of human experience and 
human necessity of which Greek literature itself offers the purest, if not the richest, expression.’ ［Williams 1981/2006: 
45 ― 6］
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チェの影が色濃い『恥と必然性（ Shame and Necessity ）』を書いている（13））。これに対して批判
的に応答したのが、マーサ・ヌスバウムの『善の脆さ ― ギリシアの悲劇と哲学における運と











 感情の知性（ Upheavals of Thought: The Intelligence of Emotions ）』でも、第1部「感情（emotion）」
ではストア派による感情の認知説が高く評価されている一方で、第2部「同情・共感（compassion）」
では、ストア派はプラトンにはじまりカントからニーチェへと連なる「反―同情の伝統（anti-com-













（14） Nussbaum 1986: esp. 18 ― 9.
（15） Nussbaum 1994, 2001, 2016a.
（16） Nussbaum 2001: esp. ch. 7. なお、こうした反―同情の伝統を辿る興味深い研究として、神崎2002がある。
（17） Nussbaum 2016a: 46, 113, 140, 142.
（18） Nussbaum 1986: 329― 30（高橋訳1999: 198― 9）。
















悪の究極について』5.77, 79, 83 ― 84）。この話者キケロによる議論を評価し、著者キケロも実の
ところストア派の方に軍配を上げているとする解釈をとっているのが、ジュリア・アナスで












（20） Nussbaum 1986: 329（高橋訳1999: 198）。
（21） Annas 1993: ch. 20, Annas ＆ Woolf 2001.








に『幸福の道徳（ The Morality of Happiness ）』というタイトルを、『善と悪の究極について』の
英訳に  On Moral Ends というタイトルをつけ、さらにその訳書の中で  honestum という語 ― ギ


























（23） Williams 1985: ch. 10, Williams 1993a, Williams 1993b; cf. Long 2007.
（24） Annas 1992: 121（納富・三浦訳2015: 155）。






しかに、古代の「幸福（ eudaimonia / beata vita ）」と現代の「幸福（happiness/well-being）」の両
概念間にある（断絶とは言わないまでも）ズレを埋めていくことで、この主張を相当程度は理
解可能なものとはしうるだろう。アナスが最近の好著『知的な徳（ Intelligent Virtue ）』で行っ
ているのは、まさにそうした試みと言える（27）。その中では、幸福は「有徳に生きること（living 
virtuously）」に存するという古代哲学に由来する考え方が擁護されているが、その際に強調さ
れるのは、運によって左右される「生の状況（the circumstances of a life）」と、その状況と関わ

















（26） Annas 1992, 126（納富・三浦訳2015: 163）。
（27） Annas 2011; cf. 近藤2015。
（28） Annas 2011: 168 n. 19.
（29） e.g. Long 1996: chs. 6, 8, Striker 1996: ch. 12.
（30） Williams 1979, Williams 1985: ch. 3.
（31） Annas 1993: chs. 5, 12. ただし、ウィリアムズの議論との関係については、後にアナス自身が否定するなど
錯綜している（Annas 2007: 70 n. 30; cf. Gill 2004）。






























（33） Nussbaum 2000: 76（池本・田口・坪井訳2005: 91）。
（34） 神島2013: 192。
（35） Cooper 1996, 273 ― 5.
（36） 近藤2005: 142 ― 4。
































（38） Annas 1993: 423.
（39） Annas ＆ Woolf 2001: 150 n. 70；cf. キケロ『善と悪の究極について』5.85。
（40） 近藤2017。






























（42） Annas 2000: 51（瀬口訳2004: 82）。
（43） Annas 2000: 51（瀬口訳2004: 84）。
（44） cf. Bloomfield 2014, 204 n. 61.
（45） Annas 2000: 51（瀬口訳2004: 82）。






























（47） Nussbaum 2000: 6（池本・田口・坪井訳2005: 6）。
（48） Athanassoulis 2005: 62 ― 3, 80.
（49） Nussbaum 1986: 336 ― 40（高橋訳1999: 205 ―9）。
（50） Bobzien, 1998: 299 ― 301; cf. 近藤2010。










件をどのように捉えるのであれ ― 理性能力であれ、徳の可能性であれ ― 、その平等性の内
実が実際には脆いものだからである。ここで、その〈軋み〉をめぐる思索のストア派内部にお




















（52） Nussbaum 2001: 356 ― 7, 359.
（53） 以下、兼利訳2008を一部改変。
（54） Nussbaum, 1993; cf. Nussbaum 1994: ch. 11.
（55） Nussbaum, 1993/1999: 175.




ペラ《皇帝ティートの慈悲（ La clemenza di Tito ）》を題材にしたエッセイの中で、「慈悲（mercy）」
には「ユダヤ＝キリスト教的」な伝統による「君主制的（monarchical）」な ― いわば「上か
ら目線」の ― ものと、「ギリシア＝ローマ的」な「平等主義的（egalitarian）」なものとがあ
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